
11/08/01●文藝春秋「同級生交歓」と、最近の医療講演会の報告

　現在、発売中の月刊「文藝春秋」（2011年8月号）の「同級生交歓」欄に、会い学大阪教育
大学附属天王寺高校の3人の同級生と登場させてもらった。私たちが、卒業したのは東京オリ
ンピックの翌年の昭和40年。当時の日本は高度成長時代にあり、同級生たちはみな、大きな夢
を抱いて旅立った。あれから、40数年が過ぎ、本当に隔世の感がある。  

  

　半世紀を経て同級生たちに再会すると、当然、東日本大震災の話になる。現役を引退した同
級生も多いが、日本のためにもうひとがんばりしようと、会えば話し合うこの頃である。

　

　

　文藝春秋「同級生交歓」記事 

    

　私ができるのは、現在の医療を少しでもよくすること。そのために、呼ばれればどこへでも
行き、「間違いだらけの医者選び」などのテーマで、一般の方々に話を聞いていただいている
。｢医者に嫌われる医者｣が現在が私のポジションだが、そんな医者が1人でもいていいと思っ
ている。
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高知市での講演「間違いだらけの医師選び」と、2011年7月13日付け高知新聞夕刊の紹介記事
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